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＜弊社事業の特徴について＞

２

日本ではてん菜は寒冷地である北海道でのみで栽培され、日本の砂糖
の２０％以上の消費量をまかなっております。特に、十勝地区は最大の産
地となっており、輪作体系の維持など北海道の農業に大きく寄与しており
ます。

弊社は北海道内のてん菜耕作者が栽培したてん菜（ビート）から北海道
内の３工場（芽室、美幌、士別）にてお砂糖（てん菜糖）を製造しており、北
海道内はもちろんのこと、本州以南の全国各地の需要者に供給しておりま
す。

＜産糖量（7年中5年平均）＞
芽室製糖所 16.4万t
美幌製糖所 6.1万t
士別製糖所 4.2万t

計 26.6万t
（日本の年間砂糖消費量176万t）



＜弊社のパーパスについて＞

３



＜日甜アグリーン戦略＞

４



＜弊社てん菜糖の半数はＪＲ貨物にて輸送＞

５

本州への輸送はＪＲコンテナの輸
送が重要であり、特に海線は最重
要な路線となっている。
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＜弊社のＪＲ貨物コンテナの使用数量＞
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農産物のため、豊凶の差はあるが、ＪＲ貨物コンテ
ナを安定的に利用しております。



＜弊社の月別輸送量について＞

７

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10年平均（コンテナ数）

農産物を原材料としているが、秋ごろに集中するの
ではなく、比較的安定的な月別輸送量となっている。



＜多くのユーザーに経済的な５ｔ単位で納入＞

８

弊社工場（北海道）

本州ユーザーなど

北海道から本州のユーザー（菓子や飲料
メーカー）に、営業倉庫を経由せずに５ｔコン
テナで直接納入。

× トレーラー（20ｔ）は車輛が過大。
× 少ない数量では高い配送単価
○ 営業倉庫を経由しないことでCO２削減



＜海なし県への砂糖の輸送について＞

９

埼玉県や長野県などは、大手の飲
料メーカーや菓子メーカーが多い。

全国津々浦々まで張り巡らされて
いる線路と異なり、海上コンテナで
は港からの距離がある。

トラック輸送距離が長くな
れば、多くのＣＯ２を発生
させることとなる！



＜まとめ＞

１０

・弊社の砂糖輸送において約半数が海線を経由して、本州の消費
者に安定的に納入されております。
・ＪＲ貨物コンテナの単位（５ｔ）は多くのユーザーにとって、最適・経済
的な数量単位であり、本州での再配送頻度を少なくするメリットがあ
ります。
・津々浦々まで延線しているため、海上コンテナを使用するよりも、
ＣＯ２削減の効果があります。

弊社にとって、ＪＲ貨物輸送はかけがえのない輸送方法であり、ＪＲ
貨物輸送が無ければ、弊社だけではなく多くの消費者にとって不利益
が多いものとなると想定されております。


